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　（目的）　癌性胸膜炎の胸腔内にRISAを注入すると，

RISAが著明な癌親和性を示す場合があることが，この

研究の発端である．また，私たちは放射線治療の位置決

めのために，腫瘍部位のシンチグラムを役立てているが，

腫瘍の陰性描画よりも陽性拍画の方が，この目的にかな

っている．1311Human　Fibrinogen，を悪性腫瘍の癌親

和性物質としてシンチグラフィーに川い，検討した．

　（方』法）　1311Human　Fibrinogen，1，　mCiを静注，注

射10～30時間後にシンチグラフィーが行なわれる．頭頂

部領域では予め甲状腺ブロックを，骨盤領域ではシンチ

グラフィーの直前に，排尿，できれば膀胱溌條を行なう．

　対象とした43症例は，原発および転移性の悪性腫瘍で，

この中には放射線治療後のものが2例含まれている．

　（成果）42症例の悪性腫瘍のシンチグラフィーを検討

した結果，陽性描画されたものは23例（陽性率54，8％）

であったが，この巾，副鼻腔悪性腫瘍（癌6例，細網肉

腫1例）は8／7，，骨盤の悪性病変（子宮垣癌の転移6例，

giant　cell　tumor　1例，腎癌転移1例，筋肉肉腫転移1

例）は的，四肢軟部組織の悪性腫瘍（線維肉腫，筋肉肉

腫，ゼミノームの転移各1例）は3／3，P．1腔癌は2／2と高

い陽性率を示した．しかし，肺癌は0／7，喉頭および扁

桃腺の悪性腫瘍はi／h，頭頸部および腋窩リンハ節の悪性

病変は3／10，甲状腺癌はi／2と陽性率は低かった．上顎洞癌

の放射線治療後発生した顔面丹毒は陽性描画されず，ま

た，放射線治療により著効を示した上顎洞細網肉腫は1易

性描画されなかったが，再発で陽性となったことは興味

深い．　1311Human　Fibrinogen　の副作用は1例もみと

めなかった．

　（結論）　1311Human　Fibrinogenは，副鼻腔，骨盤

および四肢軟部組織などの領域の悪性腫瘍のシンチグラ

フィー陽性描画にすぐれた癌親和性核種で，これらのシ

ンチグラムは，放射線治療の位置決め，治療効果の判定

や悪性腫瘍と炎症との鑑別に役立つことがわかった．
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目的：

　原発性肝癌の診断に　α一fetoprotein　の微量定景を

Radioimmunoassayで行ない，また同1侍に198Auコロイ

ド肝スキャニングを併せ施行，その診断価値について検

討する．

方法：

　肺癌，胃癌，直腸癌，膵臓癌，その他の転移癌，停発

性肝癌（肝細胞性），肝硬変，肝炎，閉塞性黄疸，計68

例，および正常人20例について，19SAuコロイドによる

肝スキャニングを，LDH分画，およびその患者血清の

Radioimmunoassayを用いてα一fetoproteinの微量定

量を行なった．

　成績：

　原発性肝癌の場合Radioimmunoassayを川いたα一

fetoproteinの定ll］1値は32000mμ9／ml以上であり，3

例中3例共に高値を示した．いずれも病理組織学的に確

認している．転移性肝癌の場合は70～520mμg／mlと低

／直であった．なお急性肝炎で23mμg／mlの値を示した

が治療により陰性となった．肝硬変症の場合全例陰性で

あった．なおLDH分画（IV．　V．）が原発性肝癌におい

て高値を示した．次にシロネズミを用いて胎児血のα一

fetoprotein量を追跡している．同時に実験的肝癌につ

いても併せその成績を述べる．

　断案：

　血清をα一fetoproteinをRadioimmnoassayを用いて

徴1淀量し，その値によって原発性肝癌と転移性肝癌を

区別することができる．198Au肝スキャニングを併川し

て行なえば診断的価値は更に明確になると考える．
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